





























総面積 憲蒋 (罫葉興)(匿嚢扇) 麗電 罫定比重
km 針葉樹 広葉樹
赤石川 27.35 21.15 5.90 15.25 6.20 0.28 0.72 
泥川 36.09 36.09 12.27 23.82 0.00 0.34 0.66 






















自 然 科 学 班 報 告 ( 1 )
セ ス し や す い 森 林 の 伐 採 に よ っ て 面 積 が 減 少 す る こ と が 、 森 林 の レ ク リ エ ー シ ョ ン 利 用 の 減 少 に つ な が る
と 考 え 、 伐 採 箇 所 と 面 積 の 関 係 で 、 影 響 度 合 い を 判 断 し た 。
「 濁 り 水 の 頻 度 」 に つ い て は こ こ で 用 い た 応 答 予 測 モ デ 、ノ レ で は 表 現 で き な か っ た 。 こ れ に つ い て は 伐 採
時 に 渓 畔 林 を 残 置 す る 幅 に よ っ て 濁 水 発 生 頻 度 が 変 わ る と す る 北 海 道 大 学 天 塩 研 究 林 で の 知 見 ( 大 木
ら 、 未 発 表 ) に 基 づ き 、 残 置 幅 の 設 定 の 違 い で 表 現 し た 。
応 答 予 測 モ デ 、 ル の 実 際 の 計 算 に お い て 、 朱 鞠 内 湖 の 各 河 川 は 湖 沼 に 流 入 す る 地 点 で 内 湖 状 の 湿 地
帯 を 通 過 す る た め 、 湖 の 中 心 部 ま で 伐 採 に よ る 変 化 の 影 響 が 及 び lこ く し 、 と し づ 特 徴 が あ り 、 今 回 設 定 し た
伐 採 条 件 で 、は 極 端 な 影 響 は あ ま り 見 ら れ な か っ た 。 ま た 、 応 答 予 測 モ デ 、 ル の 計 算 結 果 は 、 例 え ば N 0
3
- 濃
度 が 2 p p m 上 昇 す る な ど 、 数 値 デ ー タ と し て 表 現 さ れ る 。 こ れ に 対 し シ ナ リ オ ア ン ケ ー ト で は そ の 2 p p m の
濃 度 上 昇 の 影 響 は 「 大 き し 、 」 の か 「 小 さ し 、 」 の か 、 と い う 表 現 に 変 換 す る 必 要 が あ っ た 。 ま た 、 濃 度 の 上 昇 が
2 p p m と 3 p p m で 、 あ っ た と き 、 両 者 に 違 い が あ る の か な い の か を 「 大 き し 、 Jr小 さ し 、 」 だ け で 表 現 す る こ と に な
っ た 。 こ れ ら の 判 断 は 主 に プ ロ ジ ェ ク ト メ ン バ ー で あ る 自 然 科 学 者 が 行 っ た 。 こ の 点 に お い て ア ン ケ ー ト の
設 計 上 の 制 約 が 強 か っ た こ と は 否 定 で き な い 。
こ の よ う な 手 順 に よ り 2 4 通 り の 計 算 結 果 か ら 5 属 性 2 水 準 の シ ナ リ オ を 作 成 し 、 現 実 に 起 こ り え な い 組
み 合 わ せ の 排 除 や 互 い に 区 別 の つ か な い シ ナ リ オ を 削 除 し た 結 果 、 異 な る 属 性 水 準 の 組 み 合 わ せ を 持
つ シ ナ リ オ は 7 通 り と な っ た 。
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結 論
環 境 意 識 調 査 を 行 う ア ン ケ ー ト 設 計 に お い て 自 然 科 学 的 知 見 を 生 か し た 環 境 変 動 応 答 予 測 モ デ ル を
適 用 し た 。 こ の モ デ 、 ル は 既 存 の モ デ ル の 組 み 合 わ せ で 、 あ り 、 比 較 的 操 作 が 容 易 で 、 あ っ た 。 他 の 環 境 へ 応
用 す る に は 、 対 象 環 境 に 応 じ た モ デ 、ノ レ の 選 択 ・ 組 み 替 え が 必 要 で あ る 。 ま た 、 モ デ ル の 計 算 結 果 を ア ン
ケ ー ト 設 問 に 変 換 す る 作 業 に お い て は 、 対 象 環 境 で 起 こ り う る 変 動 品 、 う 制 約 以 外 に 、 モ デ 、 ル で 、 予 測 で 、 き
る 項 目 に よ る 制 約 や 設 開 設 計 上 の 制 約 が 大 き く 影 響 し 、 十 分 な シ ナ リ オ 数 が 得 ら れ な か っ た 。 今 後 こ の よ
う な 自 然 科 学 と 社 会 科 学 の 協 働 を 進 め る 上 で は ア ン ケ ー ト 設 計 を 考 慮 し た モ デ 、ル 構 築 、 あ る い は モ デ ル
構 造 に 配 慮 し た ア ン ケ ー ト 設 計 を 行 う な ど 、 両 者 の よ り 深 い 歩 み 寄 り が 重 要 と な る だ ろ う 。
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